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評価項目 評価 取組状況

1
教育の質向上のために園内研修を充
実させる。

Ａ

東京都私立幼稚園連合会の主催する研修会に教員が積極的に参加した。それをもとに
園内研修会を行い、教員の資質向上を図った。
外部から指導者を招き、教育相談、発達障害への理解を深める研修を行い、実際の職務
に活かしている。

2
ＩＣＴを活用した教育活動を取り入れ、
教育活動を充実させる。

Ａ
ＩＣＴを活用した教育活動の研究のための園内研修会を行い、教員のＩＣＴ活用指導力を
高めた。これにより教育活動の充実を図れた。

4

評価

Ａ

5

課題

1 教員の資質の向上、保育力向上

2 ＩＣＴ活用指導力の向上

3 幼少接続

6

幼稚園教員の自己評価の結果に対し、評議員等による関係者評価を実施、以下の意見等が出された。

（意見）
・自己評価に対する評価基準及び評価項目についての確認と評価基準の見直しについて
・今後は第三者評価制度も導入し、外部評価委員からの意見をいただくについて

（評価）
・教員の外部研修の取組みが昨年度より大幅に増加していることは質の高い保育の提供が期待されること。
・ＩＣＴ機器の活用を推進する方針は、保護者からの意見からも見られる通り、教育効果向上の成果が確実に表れており、魅力ある幼稚園として発
展していくことが期待されること。
・新園長の就任により、組織改革、ＩＣＴ機器導入、外部機関や地域との連携、預かり保育の見直し等、幼稚園を活性化させる取り組みがなされてお
り、今後の成果が期待されること。

（評価後の今後の課題）
・ICT機器の発展的な活用をするためのスキルアップ
・第三者評価の実施について
・第三者評価を導入した場合の外部評価委員の選任について

学校関係者評価委員会の評価

評価（Ａ…十分に成果があった　Ｂ…成果があった　Ｃ…少し成果があった　Ｄ…成果がなかった）

今後取り組む課題

教員一人ひとりが東京都私立幼稚園連合会主催の研修会に参加し、資質・指導力向上を図る。
各学年の保育活動を相互に見合い、話し合うことで指導力向上を図る。

具体的な取組方法

電子黒板、書画カメラ等を用い、子どもにとってわかりやすい説明の研究を進める。さらに子どもがＩ
ＣＴを活用し、主体的に学ぶ活動を研究する。

子どもが小学校入学後に「小1プロブレム」に陥らないような研究と実践に取り組む。
小学校の授業を実際に見学に行き（令和5年度は1回）、小学校での指導法を学び、幼稚園での指導
に生かす。
小学校教育におけるＩＣＴ活用の情報を得て、幼稚園教育に生かす。

2つの評価項目に取り組んだ結果、教員一人ひとりの資質の向上につながり、教育活動の充実につなげることができた。ＩＣＴを活用した教
育活動についても保護者、教員のアンケートにも期待の大きさが表れている。今後、積極的にＩＣＴを効果的に活用する教育活動の研究を進
めていく。
保護者アンケート（回答率76％：「ＩＣＴを活用した教育活動について」肯定的な回答96％）
教員アンケート（回答率100％：「ＩＣＴを活用した教育活動について」肯定的な回答100％）

評価項目の達成及び取組状況

令和5年度　自己評価・学校関係者評価報告書
令和6年3月22日

貞静学園貞静幼稚園

本園の教育目標

伝統と日本文化を大切にしながら、未来を生きる子どもたちに求められる素養をはぐくむ

本年度重点的に取り組む目標・計画

（１）幼稚園教員としての資質の向上、専門性の向上を図る。

（２）幼児教育の内容、方法の改善を図る。

評価（Ａ…十分に成果があった　Ｂ…成果があった　Ｃ…少し成果があった　Ｄ…成果がなかった）

総合的な評価結果

理由



1 研修の目的 幼稚園教諭として教育力を高め、様々な課題に取り組んでいくための資質の向上を図る。

2 研修内容 ICTを活用した教育活動、子どもの発達に関することなど現代的な課題への対応

先生がたが園外で受講してきた研修内容の伝達

経験のある先生からの教育技術の伝承
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（１） 幼稚園教諭としての資質の向上、専門性の向上を図る研修

日にち 内　容 報告者

6月1日 NEW EDUCATION EXPO 2023 園長

7月31日 コーチング研修会 早川

8月4日 コミュニケーション研修～クレーム対応研修～ 松山

8月9日 中堅教諭研修会① 中林

8月10日 中堅教諭研修会② 中林

8月23日 中堅教諭研修会 蛭間

8月23日 中堅教諭研修会 酒井

8月24日 保育技術協議会 松山

8月25日 主体的・対話的で深い学び（アクティブラーニング）の実践 酒井

8月30日 発達に課題がある子どもへの対応 全員

8月31日 10年後、20年後の貞静幼稚園（園長講話） 園長

9月28日 文章力向上講座 飯沼

10月6日 こどものメンタルヘルス 酒井

10月25日 子どもの生活を豊かにする造形表現 飯沼

10月27日 食物アレルギーの基礎知識と緊急時対応について 早川

11月8日 ECEQ公開講座 成増幼稚園 中林

11月18日 全日本書写書道教育研究会全国大会 園長

12月22日 人権教育研修　発達障害に対する理解と支援 松山

3月24日 お茶大こどもフォーラム　「音・音楽」って何？ 三浦、中林

3月24日 お茶大こどもフォーラム　「保育を語ろう」 大山

3月24日 お茶大こどもフォーラム　シンポジウム「ゲーム・ベース・アプローチ」と保育マネジメント 松山

3月24日 お茶大こどもフォーラム　moffnで遊ぼう！ 松山

※3月は予定

（２） ICTを活用した教育活動を取り入れ、教育活動を充実させる。

日にち 内　容 報告者

10月19日 ICTを活用した保育活動の実践「電子黒板、実物投影機の使い方」（エルモ） 全員

10月25日 ICTを活用した保育活動の実践「絵本読み聞かせ 年少」 酒井

11月29日 ICTを活用した保育活動の実践「折り紙の説明で先生の手元を映す 年長」 飯沼

2月7日 ICTを活用した保育活動の実践「紙の折り方の説明で先生の手元を映す 年長」 飯沼

3月1日 ICTを活用した保育活動の実践「絵本読み聞かせ」 園長

3月12日 電子黒板の使い方研修（エルモ） 全員

4 成果

5 課題 ・魅力ある幼稚園作りのため、今後も教員一人ひとりが東京都私立幼稚園連合会主催の研修会に参加し、資質・指導力向
上を図る。
各学年の保育活動を相互に見合い、話し合うことで指導力向上を図る。

・電子黒板、書画カメラ等を用い、子どもにとってわかりやすい説明の研究を進める。さらに子どもがＩＣＴを活用し、主体
的に学ぶ活動を研究する。

・ＩＣＴを活用した教育活動についても保護者、教員のアンケートにも期待の大きさが表れている。今後も積極的にＩＣＴを
効果的に活用する教育活動の研究を進めていく。
・保護者アンケート（回答率76％：「ＩＣＴを活用した教育活動について」肯定的な回答96％）
・教員アンケート（回答率100％：「ＩＣＴを活用した教育活動について」肯定的な回答100％）

・各学年の保育活動を相互に見合い、話し合うことで指導力向上を図る。

2023年度　貞静幼稚園「教員研修およびＩＣＴ活用に関する実施報告書」

実施内容

・東京都私立幼稚園連合会の主催する研修会に教員を積極的に参加させた。それをもとに園内研修会を行い、研修内容
の共有を図り、教員の資質向上を図ることができた。
・外部から指導者を招き、教育相談、発達障害への理解を深める研修を行い、実際の職務に活かすことができた。

・ＩＣＴを活用した教育活動の研究のための園内研修会を行い、教員のＩＣＴ活用指導力を高めることができた。講師は導入
業者、園長が務めた。園長は教育委員会に勤務していたとき、ICT教育を推進する責任者であった。これらの取組により
教育活動の充実を図れた。
・説明する教員の手元が見やすくなり説明時間が短縮されたことで、子どもの活動時間が確保され、より主体的な製作活
動につなげることができた。
・電子黒板に作品を映しながら発表活動を行い、自分の言葉で製作意図を話す機会を設けることができた。これにより、
小学校で行う発表活動の基礎の力をつけることができた。

・ＩＣＴを活用した教育活動についても保護者、教員のアンケートにも期待の大きさが表れている。今後も積極的にＩＣＴを
効果的に活用する教育活動の研究を進めていく。
・保護者アンケート（回答率76％：「ＩＣＴを活用した教育活動について」肯定的な回答96％）
・教員アンケート（回答率100％：「ＩＣＴを活用した教育活動について」肯定的な回答100％）


